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Echoing and Merging Voices




 This paper discusses developments in Italian rap music from the 1990s to the present, 
considering both its prominent characteristics and its relationship to social and cultural contexts. 
American hip hop culture became popular among a portion of Italian youth in the 1980s, and 
Italian rap music began to grow in the early 1990s. Since it first flourished mainly in “social cen-
ters (centri sociali),” spaces self-managed by young people dissatisfied with authority and main-
stream culture, early Italian rap is often characterized by a strong political aspect, although there 
were also a number of rappers not closely related to social centers who created both political and 
non-political rap. 
 Italian rap of the 1990s was also characterized by local and hybrid aspects. A number of 
Italians rapped not only in standard Italian but also in local dialects and in minority languages, 
and, even when they rapped in standard Italian, they often made reference to local places and 
topics. Such attachment to local elements differed greatly from commonly seen closed-minded, 
exclusivist regionalism since it coexisted with an eagerness to incorporate foreign elements and 
to mix them with local elements.
 Italian rap music’s popularity dropped off in the early 2000s, but it began to revive later 
in the decade, exhibiting new tendencies and developing new stars. Although local and political 
aspects were not then as strong as in the early 1990s, it is possible to find a significant number of 
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( c チェントロ・ソチャーレentro-sociale) 」の存在がある。
「社会センター」とは、広義には、人々が集い様々な活動を行う場所を指す。ただし現在一般的には、若者を中心とする地域の人々によって自主運営されているスペ ス 指して「社会センター」という言葉が使われることが多い
1。ラップの普及




タナティブな文化活動や交流の場でもあ 。イ リアの数多くの街に存在し、その規模や活動内容は一様ではない。そこで行われうる文化活動は、講演会、セミナー、コンサート、映画上映、演劇上演、展示会など、多岐に渡る。音楽・ダンス・写真などの授業を提供しているセンターもあれば、図書室やバールを備えるセンター、書籍の出版・販売 音楽 レコーディング・販売を行うセンターも存在する。難民・移民に対する支援を行
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カルチャーやカウンターカルチャーの枠を超え多くの人々の間で幅広い人気を獲得していった背景には、こ したラッパーの活躍がある。彼らは社会センターのラッパーほど政治的ではなく、社会問題以外のテーマ 扱うことも多 ったため、社会
23
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強さとも関係しているだろう。イタリア 地域的な多様性が非常に豊か あり、地域への愛着や帰属意識を強く持っている人が多い。もちろん地域差や個人差はあるが、 「イタリア人」というナショナルなアイデンティティより 、 「ナポリ人」や「シチリア人」といったローカルなアイデンティティを強く意識している人が多いと言える。混ざりあう人々と文化　
ただし、こうしたイタリアのラップにおけるローカル性は、







のラッパーは、 出身地や人種による差別を批判している。また、イタリアのラッパーは、 域文化との結びつきだけでなく、外のものを取り入れ混ざりあっていくこ を重視する傾向がある。地域の文化自体が、そもそも様々な文化 混ざりあいによってできていったものであるという意識も強いように思われる。　
イタリアのラップは音楽的にも混淆に特徴づけられている。
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大きな商業的成功をおさめている。ポップスの歌手とともに曲を出しているラッパーも多い。社会的なテーマ 扱っているラップもあるが、九〇年代前半のポッセのような強 政治性や抗議活動との結びつきはあまり見られない。ラップはすで メインストリーム音楽の一部として幅広 人々 間で受容されており、カウンターカルチャーを代表するものではなくなっている。　
また、近年のメジャーなラップでは、方言があまり使用され





































いては人種的・民族的マイノリティーの活躍はあまり見 れなかった。二〇〇〇年以降のラップシ ンにおいては、フランスやドイツほどではない しろ、 持つラッパーの活躍が以前よりも目立ってきている。特に有名なラッパーとし
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centro sociale per anziani ） 」 や 「高齢者の社会センター
（
centro sociale degli anziani ） 」という言葉が使われることが多い。
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